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　当社では自動車の燃費効率を向上させる「Ｏ２セン
サー」の製造に使用する治具を現在のインコネルから
マシナブルセラミックスへ切り替えることで性能向上
提案を行っている。インコネルの耐熱性能は1,000℃
までだが、マシナブルセラミックスは1,500℃以上の
耐熱性能を有し、この耐熱性能の温度差が「Ｏ2セン
サー」の性能向上に寄与する。しかしマシナブルセラ
ミックスは耐熱性は高いが素材の強度が弱いため、安
定的に加工するために高速回転のマシニングセンタ導
入に取り組んだ。

　マシナブルセラミックスを安定的、効率的に加工す
るためには、主軸の回転速度が10,000回転／分の高性
能立形マシニングセンタの導入が必要不可欠である。
また、10,000回転／分の立形マシニングセンタの導入
は、現在、治具制作等で使用している耐熱樹脂の加工
にも応用することが可能である。
　耐熱樹脂は、摩擦熱で変形しやすい性質を持ってお
り、高速加工することで変形等のリスクを抑制するこ
とができ、今まで外注に出していた加工を内製化する
ことができる。また、切削能力・真円度なども格段に
向上するとともに、総電気量の低減、省スペース化、
潤滑油の消費量低減などの環境負荷の抑制を目指す。

１．取り組みスケジュール

25年度 ●ものづくり技術　●一般型　設備投資のみ

　従来の機械では安定的に加工できる最高回転数は
5,000回転なので、回転数不足による、カケ・表面の
デコボコ等が発生し、安定加工ができず、約10％の不
良率が発生していた。また、加工時間についても約60
分かかっていたが、新設備では、10,000回転で連続使
用できるので、従来機で発生した不良がなくなり、加
工速度も従来機の２倍の速さで加工できることが実証
できた。
　潤滑油消費量についても、稼働時間146時間（約
１ヶ月分に相当）で約1.3ℓの消費量で、従来の74％
低減が確認できた。

　設備導入当初はマシナブルセラミックの引き合いは
あったが、高度な技術が必要であり人材不足で対応出
来なくなった。事業計画の中にも明記し、比較的簡単
に加工できる耐熱樹脂に力を入れている。
　まだまだ十分とはいえないが、受注も順調に伸びて
おり成果を上げている。

　小規模企業にとって高度な技術の承継者不足は深刻
で、仕事があってもこなすことが出来ない状態で事業
の存続にも危惧している。今後は高度な技術、知識が
無くても取り組めるようにＡＩを活用した設備投資、
製品開発を目指していく。

マシナブルセラミックスの加工技術の革新と
「Ｏ2センサー」の品質向上への貢献

高回転の高性能立形マシニングセンタを導入し、マシナブルセラミックスを安定的に加工する技術革新を行い、自
動車部品の「Ｏ2センサー」の製造に使用する治具を現在のインコネルからマシナブルセラミックスに切り替え、
「Ｏ2センサー」の性能向上を実現する。
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２．マシニングセンタ導入による目標
　受注するＯ2センサーの治具は、１ロット10個以下
で、種類が約100種と、多品種少ロットのため、生産
性、効率化の向上、低コスト化が課題となっていた。
新設備導入により加工時間の短縮を図り、生産性・効
率化の向上、低コスト化、潤滑油消費量の削減を目指
した。

１．導入した高性能立形マシニングセンタ

２．高回転加工による完成品比較

３．精度測定
　フェロー３次元測定器を使用して精度確認を実施。

　現行機、導入機とも❸平面度以外は、精度の差は出
なかった。ただし、10,000回転にて加工した場合は、
より高品質な部品製作が可能であることを確認した。

４．潤滑油消費量の検証
　運転時間146時間に対して、５ℓタンクで約1.3ℓを
消費した。
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企業情報
従業者数：9 名
資本金：300 万円
業　種：治具・精密機械部品の製作
特　色： 創業以来、「創意工夫」を大切に、積み上げてきた技術と

経験を活かし「ものづくり」で皆様のお役に立てる企業
をめざしています。

取り組みの内容

〈現マシニングセンタでのマシナブルセラミックス加工実験〉

＊ドリルの回転速度が低いので壊れた

〈マシニングセンタ導入による効果分析〉

現【5,000回転の加工】

新【10,000回転の加工】

5,000回転の加工では、平
面と穴に欠けが発生した。

良品として出荷可能なレ
ベルの加工ができた。 ※同じ物を10個試作した同様の物ができた。


